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論　　文　　の　　要　　旨
　数学的対象としての代数曲線は数学全般の中でも最も古い歴史をもつものの1つである。19世紀
以降ヲAbe1ヨJacobiラR1ema㎜，Weierstrassによる楕円関数論は1変数複素関数論の特殊な！例で
ありながらラその端緒においては関数論の1つの主流であり。一般に、コンパクトなリーマン面上
の関数論に発展するに至って事代数曲線論と同一対象を扱うものとなった。またラ代数曲線の代数
的対応の環、自巳同形群などを通してラ代数学の中にも影響をおよぼしている。一方、代数幾何学
的には1次元代数多様体としてヨ零次元または2次元以上のものとはかなり本質的に異った性質を
もちラ多次元研究へのよき範例として役割を果している。本論文は3つの話題をとりあげラ関違し
た内容の中で関数論的ラ代数的ヨ代数幾何学的興味にわたっている。
　第1の話題（Part1）はモジュラ曲線のWeierstarass　pointと㎝spに関するものでありラこの種
の問題はH．Peterss㎝ヨB．Schoeneberg等によってとりあげられ，モジュラ群の主合同部分群につ
いてラ彼等によって解かれた問題（例えばWeierstrasspo1ntと㎝spが一致することなど）をモジュ
ラ形式論上興味ある合同部分群F（n，2n）について解いている。
　第2の話題（Part2，3）は射影代数曲線の定義方程式に関するものである。Mumfordが1966年
アーベル多様体の定義方程式をリーマンのテータ関数に関する2次関係式に関連させて論じ，さら
に。同様の問題をアーベル多様体以外のものにもおよぼして（1969）以来，同種の問題を代数曲線
に関して考え。与えられた曲線が何次以下の多項式の零点としてあらわされるかが問題とされてき
一遂5一
た（B．Sa虹t－Donat，T．Fuj虻a）、本論文では曲線が2次式と3次式の共通零点となる充分条件をコホ
モロジー論の表現と方法を便って述べている。その条件は今まで知られている条件を含み田しかもラ
本質的な拡張となっている。さらに進んで種数の小さな時，種数0ヨ五ヨ2の場合は簡単であるの
でヨ3の場合争上の充分条件で制御できない場合を含め争定義方程式の次数に関する問題のすべて
の可能性について考察している。
　種数2以上の代数曲線の自巳同形群が有限群であることはモジュラの場合を含み知られており害
その位数の可能最大数もH岨witzの定理として知られている。本論文の第3の話題（Part4）では上
のような代数曲線の自巳同形の位数が素数であるとき，その素数の可能性をきめヨ大きな素数を位
数とする自巳同形をもつ代数曲線のすべての可能性と存在をヨその曲線の方程式を具体的に与える
という形で解いている。すなわち，種数を9とするとヨ自巳同形の素の位数qの可能性は，もし、
q＞9＋1ならばq二29－1かあるいは＝29＋1でありヨ9＋2以上の素の位数の自巳同形を
もつすべての曲線の方程式を正標数の場合を含めて与えている。この種の問題はR．D．Acco1a，P．
Ro叩ette，K．Komiya等により部分的にラ例えば標数OのときはA㏄o1aにより，種数3のときはKomiya
により論じられているがラそれ等を含み統一的に扱った集大成である。可能素因子の決定はH岨witz
の公式の注意深い評価であるが，曲線の方程式の具体例は代数曲線の双有理同値に関する興味ある
応用も含みヨこの方面の数学の内容を豊かにしている。
審　　査　　の　　要　　旨
　代数曲線論はその歴史の古さと完成度からその中での問題はある程度先人によって扱われてきた
ものである。本論文での問題
　（1）Weierstrass　pointsと㎝spとの関係
　（2）定義方程式の決定
　／3）自已同形の位数に関する問題
などは必ずしも新しいものではなく何人かの数学者Schoe鵬berg，MumferdヲRoquetteなどによっ
て部分的に考えられたものであるがヨ著者はこれらの問題の最終的な結果にまでたどりつき争可能
性を教えあげるときも，例をあげるときも雪記述が非常に具体的である。このような具体例がその
分野における数学の内容を豊かにするし。将来の研究への導火線にもなると期待され，非常に秀れ
た業績である。
　よって害著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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